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指標 単位 

基準値 目標値 

2019年度 

(令和元年度) 

2025年度 

(令和7年度) 

2030年度 

(令和12年度) 

体力・運動能力調査結果の向上 ★ 項目 
4割が県平均 

以上 

5割が県平均

以上 

7割が県平均

以上 

小中学校の特別支援教育指導補助員の人数 ★ 人 9 15 20 

地域人材を活用した取組数  ★ 回 3 9 12 

 

 

 

２ 
「確かな学力」、「豊かなこころ」を育む教

育の推進 

◇「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善や

体験活動および個に対応した学習の充実 

◇地域・家庭と連携した「ふるさと意識を醸成する教育」の推進 

◇国際理解教育の推進 

◇外国語指導助手(ＡＬＴ）等との外国語を用いたふれあいや対話、
討論の機会の充実によるコミュニケーション能力の育成 

◇プログラミング教育の充実 

◇ＳＮＳ、インターネット被害に対応する教育の充実 

◇誤った情報や無責任な情報の拡散による人権問題に対しての

情報モラルの徹底 

◇時代に即した教育現場での情報発信技術の活用 

３ 「すこやかな体」の育成 

◇「早寝 早起き 朝ごはん」運動の推進 

◇児童・生徒の「基礎体力・運動能力」の向上 

◇発達段階に応じて、食生活に対する正しい知識と望ましい食習慣

を身に付けることができるよう、学校における「食育」を推進 

４ 指導体制・内容の充実 

◇校園内等における障がいの状態や特性等に応じた専門的かつ 

適切な支援・指導体制のさらなる充実 

◇障がいの状態や特性等に応じた就学指導・進路指導の推進 

◇自立と積極的な社会参加を推進する施策の展開 

◇児童・保護者への相談体制の充実 

５ 
コミュニティ・スクール等による地域協働

の充実 

◇学校園・地域のさらなる協働文化の構築 

◇地域参画による教育活動の充実 

◇地域人材の積極的な活用の推進 

◇関西福祉大学等との連携強化による教育内容の充実 

６ 学校施設の整備 

◇施設等の長寿命化の視点にたった改修 

◇予防保全による計画的な整備 

◇学校給食センターの建替整備 

７ 情報教育環境の向上 ◇学校ＩＣＴ環境の整備と活用 

赤穂市教育振興基本計画 赤穂市立小中学校個別施設計画 

赤穂市子ども・子育て支援事業計画 

関連個別計画 

目標指標 

２０３０赤穂市総合計画 
基本計画  
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人  歴史と文化が息づく人とコミュニティを育むまちづくり 

（8）次代を担う人材を育てる教育の推進 

㉑夢と志を育むことのできる教育環境をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

赤穂の自然・歴史・文化に学び、生涯にわたり夢と志を育むことができる教育、人づくりを進め

「生きる力」を育みます。 

支援を必要とする子どもが、自らの能力や可能性を最大限に発揮し、積極的な社会参加を実現

できる教育を進めるとともに、学校と保護者・地域が一緒に協働しながら子どもたちの豊かな学

びと成長を支える学校園づくりを進めます。 

また、学校施設の老朽化対策をはじめとした施設・設備の計画的な整備を行うとともに、コンピ

ューターや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用するために必要な環境を整えプログラミ

ング教育※３などの充実を図ります。 

 

 

 

 

項目 主要な取組 

１ 幼稚園教育内容の充実 

◇幼児の主体的な活動を促し、幼児期にふさわしい生活が

展開できるような教育環境の整備 

◇教員の研修機会の充実、家庭や地域社会との連携による

幼児教育の質の向上 

◇3歳児保育の利用ニーズを踏まえた体制整備 

◇市の実情にあった就学前教育・保育のあり方についての検討 

施策の方針 

◆希望者全員が3歳児保育を利用できる体制の整備が必要です。 

◆「生きる力」を育むための創意工夫を活かした特色ある教育活動の展開が必要です。 

◆小学校における外国語の教科化によるグローバルな人材育成が必要です。 

◆ＳＮＳ、インターネットの普及により多発する問題への対応が求められています。 

◆健やかな体の育成を目指した健康教育の充実と体力・運動能力の向上が必要です。 

◆特別な教育的支援を必要とする児童生徒の増加に対応した環境整備が求められています。 

◆時代のニーズと個に応じた教職員の配置が必要です。 

◆コミュニティ・スクールを核とし、学校・家庭・地域が連携した教育活動の展開が必要です。 

◆予防保全型の考えによる施設等の長寿命化が求められています。 

◆ＧＩＧＡスクール構想※１の実現に向けたＩＣＴ※２環境の整備とその活用が必要です。 

現状と課題 

施策の展開 

※１GIGAスクール構想… Global and Innovation Gateway for Allの略語。義務教育の児童生徒１人１台端末、および高速大容量の通信ネットワークを

一体的に整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残すことのなく、公正に個別最適化された学びを全国の学校現場で持続的に実

現させる構想のこと。 

※２ICT……………………Information and Communication Technologyの略語。情報通信技術の意味を表し、インターネット等の通信とコンピューターと

を駆使する情報技術のこと。 

※３プログラミング教育…プログラミング的思考（プログラミングを行う際に必要となる論理的思考力）を育てる教育のこと。 


